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　将来都市像「人と緑　かがやく創造のまち」を実現し、戦略に位置付けられる取組みを推進

するため、行政の各部門が責任を持って推進する、基本構想の施策の体系に示す 7 分野、34

の基本施策を「分野別計画」とします。

　分野別計画では、基本施策ごとに目指す姿や目標値、基本施策の展開方向、協働※の考え方な

どを示します。

第 4 章　分野別計画

₁ 市民生活

₂ 環境交通

₃ 保健福祉

₄ 教育文化

₅ 都市基盤

₆ 産業振興

₇ 行政経営 � 情報の共有化　　� 税・財政　　� 行政運営    � 市民サービス

� 市街地整備　　� 道路　　� 水の供給     � 汚水 ･ 排水処理　　� 河川 ･ 水路　　� 公園 ･ 緑地 ･ 緑道

� 健康づくり　　� 地域医療　　� 子育て支援    � 高齢者福祉　　� 障がい者（児）福祉　　� 地域福祉

� 学校教育　　� 生涯学習　　� 男女共同参画    � スポーツ　　� 文化・芸術　　� 歴史・文化財

❶ 地域コミュニティ　　❷ 交流　　❸ 市民協働    ❹ 防災　　❺ 消防・救急

❻ ごみ対策　　❼ 環境対策　　❽ 公共交通     ❾ 防犯・交通安全

� 農業　　� 商工業　　� 観光

分野 　　　基本施策

戦略５
「持続」

創造戦略

戦略４
「子ども」

創造戦略

戦略３
「誇り・魅力」

創造戦略

戦略２
「地域力」

創造戦略

戦略１
「安全・安心」

創造戦略
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　 関連データ ・自治会加入率
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基本施策1  地域コミュニティ※

姿
す
指
目

担　当 生活交流課・生涯学習課

　地域住民がコミュニティセンターや集会施設をはじめさまざまな場

において、地域の課題解決のための意見交換を活発に行っています。

その中で地域住民相互の信頼が確立され、住民みんなが地域活動に参

加しています。また、各世代との連携・交流を持ちながら地域住民自

らが活気ある住みよいまちづくりを進めています。

　本市では区長を中心とした自治会が組織され、市民と行政とのパイプ役という重要な
役割を担っています。しかしながら、自治会活動への参加を煩わしく感じている住民が
増加しており、年々自治会への加入率が低下しています。今後、地域の問題を解決する

ためには、住民と行政がお互いの役割を明確にして、住民が主体となってお互いに協力し合うことが重要となりま
す。そのためには、自治会への加入を促進するとともに、自治意識を高め、地域活動の重要性を啓発していくこと
が更に必要となっています。
　また市内には、小学校区のコミュニティ組織として、三ツ渕小学校区の 5区が主体となった三ツ渕学区コミュ
ニティ推進協議会と、西部コミュニティセンターを利用する住民を中心とした西部コミュニティセンター運営協議
会が組織されています。今後も、他の校区やコミュニティセンターでの組織化を図り、地域活動の活性化を推進し
ていく必要があります。
　そして、現在、地域コミュニティの活性化のために多くの地区で生涯学習の立場から地域３あい事業が行われて
います。しかし、これらの地域活動に携わるリーダーや役員の多くが60歳以上であり、後継者不足が懸念されて
います。更に、子どもの参加も小学生までが大半であり中・高校生などが地域活動に参加しやすい環境づくりも必
要です。
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◯ 自治会と行政の役割分担を明確にし、お互いが役割を果たせるよう協力してい
きます。

自、し発啓てし通を会機なまざまさを性要重のとこ」る守で域地は活生の域地「 ◯
治会への加入を促進します。

◯ リーダーとなる人材の育成を行うなど、自治会の組織力の強化を進めます。
◯ 地域の共通課題を地域全体で共有し、課題解決に向けて自治会同士で連携して
円滑で効率的に対応できるよう支援します。

◯ 住民相互が交流できる行事の充実が図られるよう支援します。
◯ 広報こまきやホームページなどを通して住民自治の重要性を周知します。

◯ 新たな地縁社会づくりに向け、中学校や小学校区単位でのコミュニティ組織
を形成して、自治意識を高めます。

◯ 活動の拠点となるような交流の場所を整備し、コミュニティ団体が利用しや
すい環境を整え、活動を支援します。

コミュニティ組織を支援する2 2 ―1自治会活動を支援する1 1 ―1

値
標
目

基本施策の展開方向

　各地区の活動状況や行政の支援制度をホームページ
などで紹介し、情報を共有しながら地域活動の活性化

を進めます。また、住民自治の重要性を地域と行政が共に啓発し、自治
会活動などへの住民の参加を促します。
　市民活動団体や地域コミュニティの活動を促進するため、リーダー養
成のための研修会を行い、そのリーダーによる主体的な地域活動を支援
します。
　事業の実施状況や実施にあたっての課題などを協働※により検討し、手
法などを改善していきます。

協働の考え方
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◯ 地域住民が地域活動に参加しやすい環境づくりを推進し、地域での交流機会
を高めます。

◯ 活動を企画運営し、各世代間を調整できるコーディネーターなどの人材育成
を進めます。

◯ 活動内容をホームページなどで紹介するとともに、支援制度を周知し、活動
の充実を図ります。

◯ 地区公民館などでの地域３あい事業など、地域住民の主体的な活動を支援す
る仕組みを更に充実します。

地域活動の充実を図る3 4 ―1

現況・課題

指標 現状値
目標値

平成25年 平成30年

自治会※加入率 82.9％ 85％ 87％

コミュニティ組織の数 2団体 3団体 4団体

地域３あい事業※実施地区数 55地区 65地区 75地区

地域３あい事業を知っている
子どもの割合

6.2％ 12％ 20％

2 ―1

1 ―1 2 ―1

■ 分野別計画の見方
施策の項目
施策の体系で示した基本施策ごと
に項目立てをしています。
分野別計画は、基本施策ごとに、
目指す姿や目標値、現況・課題、
基本施策の展開方向、協働※の考え
方を見開きで示しています。

目指す姿
将来都市像やまちづくりの目標を
実現するために、当該基本施策に
よって、10年後にどのような姿を
目指すのかを示しています。

目標値
目指す姿の達成状況を計るための
指標名、数値目標を示しています。
なお、現状値は、各々の指標に関
する直近のデータを示します。

基本施策の展開方向
基本施策の展開方向とその具体的
な内容を示しています。また、関
連する戦略計画のプロジェクト番
号を示しています。

現況・課題
基本施策別に、これまでの取組み
の現状と今後の課題を示していま
す。

関連計画・条例等
当該基本施策に関連する計画、条
例等を示しています。

協働の考え方
市民などと行政による協働を原則
として、基本施策の展開方向と内
容について、どのように協働で取
り組むかを示しています。




